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2024年度年間標語「キリストに結ばれて、共に歩むわたしたち」コロサイ 2:6-7 

            『良い知らせを伝えるために』    吉田真司  

次週 6月 23日～30日に定められている「神学校週間」を前に、日本バプテスト連

盟（以下「連盟」）に関係する各神学校（神学生）の状況と、連盟の伝道者養成に関

するこれからの展開につきお知らせします。 

「西南学院大学神学部」では今年度 9名の神学生が、「東京バプテスト神学校」で

は 6名の神学生が、「九州バプテスト神学校」では 6名の神学生が学んでいます。こ

の学生数は決して多くなく、私が西南神学部に在籍していた1990年代と比すると３

分の一、あるいは 4分の一だと思われます。昨今、伝道者の減少、専任牧師不在の

教会が増えているのは教派を超えた日本キリスト教界全体の課題です。 

そこで連盟は、先の第６８回定期総会で「伝道者養成の基本理念」を、続く第６

９回定期総会で「アクションプランと財務基本計画」を決議しました。アクション

プランの骨子は、①伝道者養成に関する連盟施策を立案・推進する「伝道者養成に

関する委員会」を設置すること（2024年 4月に既設）、②諸教会の意識変革・研修運

動を推進すること、③「信徒一人ひとりの献身」から「教役者の働きを担う献身」と

いう「献身の連続性」を大切にすること、④三つの神学校と宣教研究所の連携、⑤

「兼業牧師」を支える仕組みづくり、の 5点です。財務計画の特徴としては、壮年

会連合との協働により、2025年度から「神学校献金（神学生奨学金献金）」に「連合

立等神学校への支援」を組み入れる（年間 350万円の 10年間の支援）があります。 

本年度の神学校献金の全国目標額は 2500万円で、当教会の献金予算は 36万円で

す。先日 6/9 の教会バザーの収益は、神学校献金のためにも用いられます。合わせ

て、用意されている献金袋を用いておささげいただけましたら幸いです。―――「宣

べ伝える人がなければ、どうして聞くことができよう。遣わされないで、どうして

宣べ伝えることができよう。『良い知らせを伝える者の足は、なんと美しいことか』

と書いてあるとおりです。」（ローマ 10:14-15） 

教会の定例集会 
  主日礼拝      日曜日   午前 ９：００～１０：００（相模原礼拝） 

午前１０：４０〜１２：００（会堂礼拝） 
  教会学校      日曜日   午前 ９：３０〜１０：２０ 
   （嬰児、幼児、小学生、中高生、青年、成人、英語、聖書入門の各クラス） 
  祈り会       水曜日   午後 ７：３０〜９：００ 
  金曜集会      金曜日   午前１０：３０〜１２：００ 
  家庭集会（相模原） 第二火曜日 午前１０：００〜１２：００（竹村家） 

（すずかけ台） 第三木曜日 午後 １：３０〜３：００（長谷川家） 
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